スペイン語の組み立て方

1. はじめに
　一年生のスペイン語の最終的な目標の一つに、「そこそこ複雑、長めの文を作れるようになる」というものがあります。ですが、教科書や普段の授業では、「スペイン語の冠詞の使い方」とか「動詞の活用」など、文のパーツに関する解説がメインで、学んだパーツをどのように並べるか、組み立てるか、という話はあまりしていません（時間がね……）。というわけで、この教材では以下に単語を文へと組み立てていくのかについて、根本的なところから解説します。

2. どこまで行っても主語と動詞
　「文とは何か？」という問いをめぐって様々な議論があるわけですが、基本的に外国語、特に欧米の言語の授業においては、「文とは主語と活用した動詞から成る」ものとして扱われます。つまり、突き詰めると文というのは必ず、「S (主語) が V （動詞）する」という構造を持っていることになります。これをさらに突き詰めると、「文において真に重要なのは主語と動詞であり、他はオマケ」ということになります。
　「外国語何かを書く、話そうとすると何をしていいのかわからなくてパニくる」という人は一定数いると思います。そういう人にこそ、「まず主語と動詞を書いてしまう」、「S が V する の部分をまず書く」を徹底してほしいなと思います。その他ことは後々おまけとして付け足していけばよいので。
　たとえば、「その背の高い男は大学で友人たちとゆっくり食事をする」をスペイン語にせよ、と言われたとします。ここで、「情報量多すぎ、どこから始めたらいいのかわからない。とりあえず頭から一語ずつ訳していくか……」と自棄になってはいけません。まず、「誰が何をするのか」を考えます。つまり、主語と動詞から捌きます。

主語: その背の高い男
動詞: 食事をする

　ですよね。大学で、だの、友人たちと、だのはオマケです。動詞の活用は主語によって決定されるわけですから、まず主語から捌いていきましょう。

3. 主語の組み立て
　主語が、José とか yo のように、一語だったら話は簡単です。が、実際には例題の様に、「その背の高い男」という風に複数の語が組み合わさって一つの主語を形成していることが多々あります。多分、外国語の苦手な人はこういう複雑な主語を外国語に訳すときに、その > 定冠詞、男 > hombre、背の高い > alto という具合に、頭から一語ずつ訳すのではないでしょうか。これ、ダメ、絶対。主語というのは、要は名詞です。そして、その主語に冠詞やら形容詞がついて複雑な主語ができるわけですが、そう、スペイン語の冠詞や形容詞は修飾する名詞に応じて形が変わるのでした。というわけで、どう考えても、まず名詞から手を付けるのが理にかなっています。「その背の高い男」なら、

その背の高い hombre 

　としてしまうのがいいでしょう。しかる後に「その」と「背の高い」をやっつけます。先述の通り、前者は定冠詞、後者は alto です。そして、冠詞は名詞の前、形容詞は（基本的に）名詞の後ろですから、

El hombre alto 

　となります。苦手な人はこれくらい丁寧に、というか、段階を分けてやっていくといいですよ。なれればどんどんスムーズにできるようになりますので、投資だと思って慣れるまではこういうやり方でやってみてください。
　こんな感じで、名詞に様々な語をくっつけて大きな名詞句を作ることがキモなわけです。で、名詞にくっつく語の中には、名詞の前に来るものと後ろに来るものがあります。既に授業で解説済みですが、復習がてらまとめておきましょう。↓のような形で理解しておいてください。

[image: ]

	組み合わせ
	例

	冠詞 + 名詞
	el libro, la manzana, los libros, las manzanas

	指示詞 + 名詞
	este libro, aquella manzana

	数詞 + 名詞
	dos libros, tres manzanas, muchos libros

	一部の形容詞 + 名詞 
	buen libro, gran obra, nueva casa

	名詞 + 形容詞
	libro interesante, manzana dulce

	名詞 + 前置詞句
	libro en la mesa, manzana de José

	名詞 + 関係詞
	libro que los estudiantes leen



 当然ですが、↑にある複数の要素を名詞に着けていってもいいわけです。なので、

冠詞 + 数詞 + 形容詞 + 名詞 + 形容詞 + 前置詞 + 関係詞

みたいに恐ろしく長い主語もあり得ます。↓のように。

Las dos grandes obras caras en el museo que los estudiantes quieren comprar
学生たちが買いたがっている博物館にあるそれら二点の偉大な作品

· 名詞の周りに様々な語がくっついて長く複雑な名詞句になる
· 様々な語がくっつくが、品詞に応じてくっつく場所が異なる

この二点をしっかり意識しておけば、長めの主語を組んだり、そういうものに出くわしても読み解けるようになるでしょう。

練習　スペイン語に訳しなさい。
それらの赤い本（冠詞 + 名詞 + 形容詞）

それら二冊の赤い本 (冠詞 + 数詞 + 名詞 + 形容詞)

あちらの背の高いカープの男たち（指示詞 + 名詞 + 形容詞 + 前置詞句）

伊都にある大学の数名のよい学生たち（冠詞 + 形容詞 + 名詞 + 前置詞句 + 関係詞）

4. 動詞の組み立て
　主語が組み立てられたら動詞の活用です。これはまあ、普段やってるからいいでしょう。「その背の高い男は大学で友人たちとゆっくり食事をする」のケースであれば、主語は男、三人称単数なわけですから、動詞 comer は come になります。

El hombre alto come. その男は食事をする。

　はい、これで主語と動詞が定まりました。これがこの文の核であり、ここに情報をさらに盛っていくだけです。

5. 情報の追加は前置詞と副詞で
　主語と活用した動詞があれば文は成立するのですが、実際に何かを話すとき、書く時にはより多くの情報をつけたしたくなるものです。つまり、「S が V する」に、いつ、どこで、だれと、どのようにといった情報を足すとより内容が濃くなります。お題の「その背の高い男は大学で友人たちとゆっくり食事をする」では、「友人たちと」、「ゆっくり」、「大学で」などがこの追加情報にあたります。
　「いつ」、「どこで」、「だれと（何を使って）」系の情報を足す際には大抵前置詞が必要になります。このケースであれば、

友人たちと: con amigos
大学で: en la universidad

　となります。一年生の書いたものを見ていると、ちょいちょい Él estudia la universidad. のような文がありますが、これは前置詞漏れのエラーです。前置詞、忘れないようにしましょう。
　ただし、例外的に、以下の表現は前置詞不要です。時や場所を表す副詞ですので。

ここ、そこ、あそこ: aquí, ahí, allí
今日・昨日: hoy, ayer
定冠詞 + 曜日: el lunes ‘月曜日に’、los lunes ‘毎週月曜日に’ 

　当然ですが、↑の表現は副詞ですので前置詞とは使えません。一年生にありがちなミスです。En aquí とか en hoy とか。I play baseball in here. と言えないのと同じ理由です。
　「どのように」系の情報は副詞を使って表すことが多いです。副詞は動詞に直結させてよいので、前置詞なしで文に加えてやれば OK。このケースでは「ゆっくり」の部分が「どのように」情報ですね。また、スペイン語の副詞は -mente で終わるものがおおいのでした。

ゆっくり: tranquilamente

　この手の追加情報は語順的にわりと自由ですので、おおざっぱに並べればOK（自然な並べ方もやや不自然な並べ方というのもあるのですが、それは中級レベル以降で）。

El hombre alto come tranquilamente con amigos en la universidad.

　はい、これで完成です。くどいですが、日本語をスペイン語にする時、日本語を頭から訳そうとしないこと。そうではなく、主語 > 動詞 > その他おまけ という順番で句を作っていき、最後にそれを一つの文にまとめる。というアプローチを徹底しましょうというお話でした。
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